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しろいしろい

Point1

よ
り
適
正
な
文
書
管
理
を
行
う
た
め
、
庁
舎
整
備
に

合
わ
せ
て
フ
�
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す

Point3

マ
イ
ナ
ン
バ
�
カ
�
ド
を
利
用
し
て

住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
�
ビ
ス
を
導
入
し
ま
す

〈
議
案
第
８
号
〉
平
成
28
年
度
白
井
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
―
文
書
管
理
に
要
す
る
経
費
―

〈
議
案
第
８
号
〉
平
成
28
年
度
白
井
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
―
住
民
基
本
台
帳
事
務
に
要
す
る
経
費
―

Ｑ
　 

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
メ
リ
�

ト
に
つ
い
て
。

Ａ
　 

申
請
書
の
記
載
が
不
要
に

な
り
勤
務
先
や
居
住
近
く

の
コ
ン
ビ
ニ
で
も
証
明
書

が
取
得
で
き
る
こ
と
、
ま

た
利
用
時
間
帯
は
６
時
か

ら
23
時
ま
で
、
市
役
所
が

あ
い
て
い
な
い
土
日
祝
日

で
も
利
用
で
き
ま
す
。

Ｑ
　 

１
枚
当
り
の
発
行
経
費
は
。

Ａ
　 

コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
お
い
て

１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
利

用
見
込
み
を
３
０
０
枚
と

し
導
入
経
費
等
と
あ
わ
せ

計
算
す
る
と
、
１
通
あ
た

り
平
成
28
年
度
は
８
６
２

３
円
と
な
り
ま
す
が
、
平

成
29
年
度
に
は
３
９
４
３

円
に
下
が
る
見
込
み
で
す
。

な
お
市
窓
口
で
の
単
価
は
、

２
０
９
７
円
、
出
張
所
で

は
２
１
８
４
円
で
す
。

Ｑ
　
他
市
の
状
況
は
。

Ａ
　 

平
成
27
年
度
に
は
１
０
０

自
治
体
が
実
施
し
、
今
後

も
増
え
る
見
通
し
で
す
。

近
隣
で
は
松
戸
市
、
市
川

市
、
成
田
市
、
船
橋
市
等

が
既
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

従
来
の
簿
冊
管
理
を
改
め
フ
�
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
進
め
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
�
カ
�
ド
を
利
用
し
て
平
成
29
年
１
月
か
ら
、
全
国
の
主
な
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民
票
と
印
鑑
登
録
証
明
書
が
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

主

な

質

疑

主

な

質

疑

Point2

Ｂ
型
肝
炎
予
防
接
種
が
定
期
接
種
に
な
り
ま
す

〈
議
案
第
８
号
〉
平
成
28
年
度
白
井
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
―
感
染
症
予
防
に
要
す
る
経
費
―

国
が
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
を
定
期
接
種
︵
生
後
１
歳
未
満
の
間
に
３
回
接
種
︶
と
す
る

こ
と
に
伴
い
、
予
防
接
種
委
託
料
の
予
算
を
追
加
し
ま
す
。

質
疑
意
見
な
ど

　平成28年第２回定例会は、６月３日から２９

日までの２７日間の会期で開きました。

　今定例会には条例の改正など議案９件が提出

され、すべて原案可決となりました。

　なお、各委員会での審議内容は次のとおりです。

　審議結果一覧については、４頁に記載してい

ます。

　６月２４日に、市議会議員と市民団体「北総線の運賃値

下げを実現する会」との意見交換会を行いました。

※ 

フ
�
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
は
、
文
書
を
個
別
フ
�
ル
ダ
�
で
収

納
、
管
理
し
、
専
用
の
キ
�
ビ
ネ
�
ト
で
保
管
す
る
も
の
。

Ｑ
　 

導
入
に
あ
た
り
、
年
度
が

古
く
な
っ
た
書
類
の
保
管

に
も
プ
ラ
ス
の
効
果
は
あ

り
ま
し
た
か
。

Ａ
　 

今
ま
で
は
書
類
を
留
め
金

具
か
ら
外
す
と
い
う
手
間

を
か
け
整
理
し
て
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
が
な
く
な
り

随
分
違
う
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
　 

現
在
行
わ
れ
て
い
る
試
験

導
入
の
成
果
と
効
果
は
。

Ａ
　 
基
準
表
に
よ
り
細
か
く
分

類
し
て
お
り
、
ど
こ
の
書

棚
に
何
が
入
っ
て
い
る
か

Ｑ
　 

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
に
つ
い
て
、
法
改
正
が

さ
れ
て
い
な
い
状
況
の
中
、

野
田
市
で
は
９
月
議
会
で

も
間
に
合
う
と
言
っ
て
い

る
の
に
、
な
ぜ
白
井
市
で

は
６
月
議
会
で
補
正
予
算

に
あ
げ
て
い
る
の
で
す
か
。

Ａ
　 

国
の
厚
生
科
学
審
議
会
予

防
接
種
ワ
ク
チ
ン
分
科
会

が
「
10
月
か
ら
定
期
接
種

に
す
る
」
と
承
認
し
た
の

を
受
け
、
今
年
２
月
、
国

か
ら
実
施
す
る
と
の
通
知

も
明
記
し
て
い
ま
す
の
で

探
す
の
が
容
易
に
な
り
、

な
お
か
つ
担
当
者
で
な
く

て
も
探
す
事
が
可
能
で
す
。

Ｑ
　 

フ
�
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

の
委
託
料
に
つ
い
て
。

Ａ
　 

今
回
の
補
正
予
算
の
委
託

料
は
庁
舎
と
ウ
エ
ル
ぷ
ら

っ
と
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の

一
部
に
つ
い
て
の
経
費
を

計
上
し
ま
し
た
。
来
年
度

は
出
先
機
関
等
が
導
入
す

る
の
で
、
改
め
て
予
算
計

上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

が
届
い
て
お
り
、
６
月
17

日
に
閣
議
決
定
の
予
定
で

す
（
閣
議
決
定
を
受
け
、

６
月
22
日
公
布
︶。
今
年

４
月
以
降
生
ま
れ
た
お
子

さ
ん
を
対
象
に
、
10
月
に

入
れ
ば
、
即
、
接
種
い
た

だ
か
な
く
て
は
、
１
歳
ま

で
に
３
回
の
接
種
が
出
来

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
夏
頃
か
ら
通

知
す
る
た
め
の
準
備
の
都

合
も
あ
り
、
６
月
議
会
で

の
議
決
を
い
た
だ
き
、
執

行
す
べ
き
と
判
断
い
た
し

ま
し
た
。

　
　 

10
月
１
日
開
始
予
定
に
向

け
、
準
備
し
て
い
く
こ
と

も
十
分
理
解
は
し
ま
す

が
、
現
時
点
で
は
法
改
正

さ
れ
て
な
い
こ
と
か
ら
、

今
議
会
で
補
正
す
る
こ
と

に
は
疑
義
が
あ
り
ま
す
。

　
　 

全
て
の
ワ
ク
チ
ン
に
は
副

反
応
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
に
も

副
反
応
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
わ
か
り
や
す
く
保
護

者
に
伝
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
か
ら
、
し
っ
か
り
や

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

反対反対

平成28年第2回定例会

市議会では市民との対話を進めています



市
政
の
こ
こ
が

　
　
知
り
た
い

市
政
の
こ
こ
が

　
　
知
り
た
い

６月定例議会の会議録は図書館・公民館図書室で９月中旬から閲覧できます。
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問
　
被
災
地
熊
本
で
大
変
有
効

だ
っ
た
情
報
手
段
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用

が
白
井
市
地
域
防
災
フ
ァ
イ
ル

に
は
全
く
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
市
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
市
民
の
情
報
共

有
に
非
常
に
有
意
義
と
の
認
識

は
あ
り
、
現
在
の
白
井
配
信
サ

ー
ビ
ス
と
い
っ
た
ツ
ー
ル
を
防

災
情
報
発
信
に
も
活
用
し
て
参

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
災
害
時
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業

継
続
計
画)

作
成
に
つ
い
て
は
。

答
　
現
在
は
未
策
定
で
す
が
、

今
後
、
新
市
庁
舎
完
成
や
危
機

管
理
課
設
置
等
の
新
体
制
に
対

応
す
る
形
で
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
　
継
続
性
や
公
平
性
を
担
保

し
市
民
に
胸
襟
を
開
い
て
協
力

い
た
だ
く
小
学
校
単
位
の
ま
ち

づ
く
り
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
。

答
　
相
互
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
全
て
の
ス
タ
ー
ト
で
、
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
役
割
が
非
常

に
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
　
役
所
内
の
横
断
的
関
係
性

構
築
や
情
報
共
有
に
つ
い
て
は
。

答
　
市
民
に
密
着
す
る
諸
課
で

庁
内
組
織
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

問
　
市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

の
今
後
と
中
間
支
援
業
務
は
。

答
　
ま
だ
詳
細
は
決
ま
っ
て
お

ら
ず
、
今
後
考
え
て
い
き
ま
す
。

　15 人（28 項目）
の質問があり、その
要約を掲載しまし
た。詳細については、
会議録をご覧くださ
い。この記事は各議
員が作成していま
す。

平
田
　
新
子
議
員

防
災
対
策
・
災
害
発
生
時
の
対
応
は

血
脇
　
敏
行
議
員

お
よ
び
自
主
防
災
組
織
へ
配
布

等
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

問
　
市
主
催
で
の
避
難
所
開
設

訓
練
実
施
の
検
討
は
。

答
　
具
体
的
な
避
難
所
の
活
動

状
況
に
つ
い
て
訓
練
は
し
て
い

な
い
が
、
今
後
、
よ
り
具
体
的

な
避
難
所
運
営
等
に
つ
い
て
訓

練
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
　
現
在
、
要
支
援
者
情
報
の

提
供
対
策
は
。

答
　
平
時
か
ら
民
生
委
員
や
消

防
な
ど
の
避
難
支
援
関
係
者
へ

の
氏
名
等
の
提
供
を
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高

齢
者
や
障
が
い
者
の
方
な
ど
に
、

災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
登

録
申
請
書
兼
同
意
書
を
発
送

し
、
約
１
９
０
０
名
の
方
か
ら

回
答
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
要

支
援
者
の
個
別
計
画
の
作
成
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
先
の
熊
本
地
震
被
災
地
に

職
員
を
派
遣
し
た
経
緯
は
。

答
　
県
を
通
し
て
市
に
要
請
が

あ
り
、
被
災
地
支
援
に
な
れ
ば

と
思
い
派
遣
を
決
定
し
ま
し
た
。

問
　
不
登
校
、
長
期
欠
席
等
の

社
会
背
景
に
ひ
と
り
親
家
庭
、

貧
困
等
に
よ
る
要
因
を
鑑
み
、

家
庭
教
育
低
下
に
対
す
る
支
援

体
制
の
充
実
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
く
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答
　
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
観
点

か
ら
の
子
育
て
を
考
え
、
福
祉

部
門
と
教
育
部
門
、
そ
し
て
行

政
の
分
野
と
市
民
が
一
体
と
な

り
教
育
環
境
を
整
え
、
教
育
相

談
の
充
実
を
図
る
た
め
国
、
県

へ
相
談
員
の
配
置
の
要
請
を
し

て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
必
要
な

　
　
　
　
家
庭
教
育
支
援
体
制

竹
内
　
陽
子
議
員

問
　
現
在
の
入
所
状
況
と
保
育

士
不
足
の
方
策
を
伺
い
ま
す
。

答
　
平
成
28
年
度
４
月
１
日
時

点
で
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
達
成
し

現
在
も
維
持
し
て
い
ま
す
。
保

育
士
不
足
解
消
の
た
め
保
育
士

就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
　

28
名
の
参
加
者
の
う
ち
任
期
付

保
育
士
や
臨
時
職
員
な
ど
７
人

の
採
用
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

問
　
28
年
度
か
ら
国
の
制
度
と

し
て
年
収
３
６
０
万
円
未
満
世

帯
の
保
育
料
が
、
多
子
世
帯
で

は
、
第
１
子
が
何
歳
で
あ
っ
て

も
下
の
子
は
そ
れ
ぞ
れ
半
額
、

無
料
に
な
り
、
さ
ら
に
ひ
と
り

親
世
帯
で
は
、
第
１
子
は
半
額
、

第
２
子
は
無
料
に
な
り
ま
す
。

市
内
の
該
当
す
る
世
帯
は
ど
の

位
い
る
の
で
す
か
。

答
　
保
育
料
に
影
響
の
あ
っ
た

世
帯
は
、
年
齢
制
限
の
撤
廃
で

対
象
と
な
っ
た
世
帯
が
33
世

帯
、
母
子
家
庭
で
21
世
帯
で
す
。

ま
た
、
54
世
帯
の
合
計
で
年
間

約
３
０
０
万
円
の
負
担
軽
減
に

な
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
教
育
・
保
育
施
設
等
の
事

故
防
止
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
毎
日
、
施
設
内
外
の
安
全

確
認
を
す
る
と
と
も
に
事
故
防

止
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
た
り
、

職
員
会
議
で
話
し
合
う
等
、
多

様
な
方
法
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

子ども子育て事業の
市の取り組み

斉藤　智子議員
問
　
甘
利
事
件
の
舞
台
と
な
っ

た
北
環
状
線
道
路
予
定
地
は
、

昭
和
45
年
に
企
業
庁
が
用
地
取

得
し
た
後
に
産
廃
が
積
ま
れ
、

平
成
４
年
ご
ろ
、
違
反
建
築
物

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
県
・
市
の
対
応
は
。

答
　
産
廃
に
つ
い
て
は
、
県
の

権
限
で
何
度
も
勧
告
し
、
行
為

者
も
逮
捕
さ
れ
た
り
し
ま
し
た

が
、
解
決
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

県
に
よ
る
代
執
行
も
行
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
市
は
県
に
対
し
、

土
地
所
有
者
に
適
正
処
理
の
実

行
を
指
導
す
る
よ
う
要
望
し
て

い
ま
す
。
違
反
建
築
物
は
平
成

10
年
に
是
正
に
向
け
た
指
導
を

開
始
し
ま
し
た
。
平
成
25
年
に

再
度
違
反
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。
平
成
26
年
に
事
務
処
理
市

と
な
り
直
接
違
反
指
導
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
指
導

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問
　
甘
利
事
件
で
は
お
金
の
収

受
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

当
市
に
お
い
て
は
、
政
治
資
金

的
な
動
き
は
な
い
で
す
か
。

答
　
薩
摩
興
業
の
社
長
と
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
ゴ
ル
フ
で
会
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
は
記
憶

に
あ
り
ま
せ
ん
。

「
第
二
次
健
康
プ
ラ
ン
」
に
つ

い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

北
環
状
線
予
定
地
に
お
け
る

産
廃
不
法
投
棄
と
違
反
建
築
の
指
導
は

柴
田
　
圭
子
議
員

問
　「
地
域
で
支
え
る
高
齢
化
」

の
取
組
み
、
在
宅
医
療
と
介
護

の
連
携
、
サ
ロ
ン
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
き
ま
す
か
。

答
　
今
年
度
か
ら
生
活
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
た

こ
と
や
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
事
業
者
に
お
け
る
市
で
初
の

24
時
間
対
応
の
定
期
巡
回
、
随

時
対
応
型
訪
問
介
護
・
看
護
サ

ー
ビ
ス
の
体
制
整
備
、
ま
た
、

身
近
に
集
え
る
サ
ロ
ン
も
自
治

会
単
位
で
設
置
の
必
要
性
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

　
　
　
具
体
的
な
事
業
の
推
進
は

問
　
教
育
振
興
基
本
計
画
を
作

成
し
な
く
て
も
問
題
な
い
か
。

答
　
第
５
次
総
合
計
画
基
本
計

画
に
お
い
て
、
教
育
大
綱
は
学

習
教
育
分
野
の
基
幹
計
画
に
あ

問
　
親
元
同
居
近
居
支
援
制
度

の
目
的
は
。

答
　
市
政
運
営
に
は
人
口
バ
ラ

ン
ス
が
大
切
で
す
。
こ
の
た
め

若
い
世
代
の
定
住
策
と
し
て
、

親
世
帯
と
の
近
居
、
同
居
を
促

す
制
度
で
す
。
同
居
等
の
た
め

住
宅
購
入
や
、
増
築
に
最
高
50 

万
円
を
補
助
し
ま
す
。
制
度
の

周
知
に
努
め
て
い
ま
す
。

問
　
祖
父
母
手
帳
の
作
成
は
。

答
　
子
育
て
支
援
に
は
祖
父
母

の
役
割
が
重
要
で
す
。
祖
父
母

に
と
っ
て
も
生
き
が
い
と
な
り

ま
す
。
価
値
観
の
違
い
な
ど
課

題
も
あ
り
、
他
市
で
は
祖
父
母

問
　
お
茶
の
間
市
役
所
の
試
行

的
取
り
組
み
は
。

答
　
公
民
セ
ン
タ
ー
で
、
再
任

り
、
実
施
計
画
に
は
各
種
事
業

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
各
種
事

業
を
着
実
に
実
施
す
る
こ
と

で
、
教
育
振
興
が
十
分
に
推
進

で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

手
帳
が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
祖
父
母
手
帳
作
成
に
向

け
た
検
討
は
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
市
で
は
保
育
園
で
の
祖

父
母
参
加
で
幼
児
と
の
交
流
機

会
の
確
保
を
図
っ
て
い
ま
す
。

用
職
員
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
設
立
の
取
り
組
み
を
始
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
振
興
基
本
計
画
を

　
　
　
　
作
成
し
な
い
理
由
は

祖
父
母
参
加
で
孫
育
て

出
前
市
役
所
の
試
み
は

問
　
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
市
の
取
り
組
み
の
現
状
は
。

答
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
な
る
「
総

合
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
全
戸

配
布
「
自
治
会
等
向
け
災
害
時

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
自
治
会

田
中
　
和
八
議
員

植
村
　
博
議
員

防
災･

ま
ち
づ
く
り･

窓
口
業
務
に
お
け
る

　
市
と
市
民
の
関
係
性
構
築
の
た
め
の
工
夫

問
　
第
三
者
委
託
に
よ
り
指
導

員
の
待
遇
改
善
は
で
き
ま
す
か
。

答
　
平
成
27
年
度
か
ら
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
一
定
の
処
遇
が

担
保
さ
れ
る
よ
う
統
一
的
な
基

準
づ
く
り
を
進
め
、
仕
様
書
の

中
に
盛
り
込
ん
で
い
き
ま
す
。

問
　
保
護
者
負
担
軽
減
の
た
め

市
が
出
来
る
支
援
は
。

答
　
29
年
当
初
か
ら
第
三
者
委

託
を
検
討
し
て
い
た
が
調
査
を

し
た
結
果
、
29
年
10
月
か
ら
委

託
を
進
め
て
い
き
た
い
。
そ
の

間
の
支
援
と
し
て
指
導
員
の
紹

介
、
確
保
に
向
け
た
協
力
、
運

営
に
あ
た
っ
て
の
相
談
ご
と
に

十
分
対
応
し
て
、
安
定
し
た
運

営
が
出
来
る
よ
う
協
力
し
ま
す
。

学
童
保
育
の
負
担
軽
減
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
市
の
出
来
る
支
援
は

総合防災ハザードマップ



小学校の防災井戸

（３） 第134号　平成28年８月15日発行しろい議会だより

白井市ホームページ（URL）http://city.shiroi.chiba.jp/

問
　
一
人
あ
た
り
の
国
保
税
が

県
内
で
も
高
額
だ
が
現
状
は
。

答
　
国
保
の
税
率
と
し
て
は
、

近
隣
市
と
大
き
く
変
わ
ら
ず
、

所
得
の
高
い
被
保
険
者
が
多
い

こ
と
が
大
き
な
要
因
で
す
。
印

西
市
と
ほ
ぼ
同
額
で
す
。

問
　
国
保
の
基
金
の
推
移
は
。

答
　
こ
こ
３
年
ほ
ど
約
６
千
万

円
の
残
高
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

問
　
国
保
で
は
、
多
子
世
帯
の

負
担
が
重
い
。
乳
幼
児
も
一
人

当
り
約
三
万
円
の
負
担
だ
が
。

答
　
国
全
体
の
課
題
で
あ
り
、

子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
も

負
担
軽
減
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

国
保
税
の
引
き
下
げ
を

中
川
　
勝
敏
議
員

問
　
市
内
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

設
置
状
況
は
。

答
　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
よ

る
と
28
年
１
月
現
在
、
10
Ｋ
Ｗ

以
下
が
１
３
２
０
件
、
10
Ｋ
Ｗ

以
上
が
１
３
８
件
設
置
さ
れ
て

い
る
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
市
内
の
状
況
を
市
は
直
接

把
握
し
て
い
な
い
の
で
す
か
。

問
　
白
井
に
と
っ
て
「
利
便
性

の
よ
い
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

と
は
何
か
。
そ
の
定
義
は
。

答
　
基
本
計
画
に
記
す
と
お
り
。

問
　
客
観
的
に
説
明
す
る
た
め

の
数
値
目
標
・
指
標
、
例
え
ば

循
環
バ
ス
な
ら
、
便
数
と
か
バ

ス
停
の
距
離
と
か
、
成
果
・
結

果
と
し
て
乗
客
数
何
人
を
目
指

す
な
ど
の
設
定
は
あ
り
ま
す
か
。

答
　
数
値
目
標
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
客
観
的
数
値
を
市
民
に
お

示
し
す
る
よ
う
要
望
し
た
い
。

問
　
今
年
度
の
環
境
調
査
は
。

答
　
昨
年
度
は
未
実
施
で
、
今

年
度
は
、
６
月
１
日
か
ら
９
月

末
ま
で
測
定
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
今
年
度
「
検
討
委
員
会
」

の
主
要
な
テ
ー
マ
は
何
か
。

答
　
パ
ネ
ル
設
置
に
手
続
き
は

不
要
で
す
。
農
地
転
用
や
森
林

伐
採
、
埋
め
立
て
等
を
す
る
場

合
は
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

そ
れ
ら
の
集
計
は
し
て
い
な
い

の
で
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

問
　
各
地
で
パ
ネ
ル
設
置
に
伴

う
問
題
も
起
き
て
お
り
、
自
然

環
境
の
破
壊
に
つ
な
が
る
例
も

最
近
で
は
第
２
次
環
境
基
本
計

画
の
中
間
見
直
し
で
交
通
施
策

が
著
し
く
後
退
し
て
い
る
。
市

長
以
下
執
行
部
は
総
合
計
画
の

基
本
計
画
に
示
す
交
通
施
策
を

や
り
抜
く
意
思
は
あ
り
ま
す
か
。

答
　
基
本
計
画
は
議
会
の
議
決

も
得
て
い
る
の
で
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

高
齢
者
の
足
の
確
保
は
。

答
　
役
所
周
辺
に
病
院
、
介
護

施
設
が
集
ま
る
。
そ
こ
へ
の
流

答
　
授
業
環
境
の
整
備
も
あ
る

が
、
冬
の
小
学
校
低
学
年
の
授

業
増
で
下
校
時
の
安
全
が
担
保

し
に
く
く
な
り
、
エ
ア
コ
ン
を

設
置
し
た
場
合
、
夏
休
み
の
短

縮
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
と

　
　
　
　
緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

交
通
施
策
の
や
る
気
は
ど
こ
に

小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を

永
瀬
　
洋
子
議
員

影
山
　
廣
輔
議
員

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
推
進
条
例

も
多
く
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

最
近
で
は
環
境
、
ま
ち
づ
く
り

に
配
慮
し
、
設
置
届
け
出
を
求

め
る
条
例
も
あ
り
、
市
も
届
け

出
制
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

答
　
設
置
者
の
負
担
に
な
る
事

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

問
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
両

立
さ
せ
る
た
め
、
条
例
制
定
が

必
要
で
す
。
市
長
の
お
考
え
は
。

答
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

新
た
な
課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

調
査
研
究
し
て
白
井
市
に
あ
っ

た
活
用
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

問
　
図
書
館
運
営
を
市
直
営
で

行
う
と
選
択
し
た
理
由
は
。

答
　
職
員
の
専
門
性
と
継
続
性

が
不
可
欠
で
あ
る
た
め
で
す
。

問
　
図
書
館
を
単
な
る
貸
本
、

憩
い
の
施
設
で
は
な
く
、
市
民

の
様
々
な
課
題
解
決
を
支
援
す

る
と
こ
ろ
に
す
る
た
め
に
は
、

問
　
道
路
整
備
基
本
計
画
は
平

成
４
年
に
策
定
さ
れ
て
る
が
現

状
と
差
異
が
出
て
い
る
。
当
時

と
は
都
市
の
様
相
は
大
き
く
変

化
し
、
Ｎ
Ｔ
事
業
も
収
束
し
た
。

道
路
整
備
基
本
計
画
を
見
直
す

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
強
化
と
Ｐ
Ｒ

が
必
要
で
は
。

答
　
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
司
書
配
置
の
考
慮
、
研
修

の
充
実
、
図
書
購
入
費
の
確
保

が
求
め
ら
れ
る
が
ど
う
か
。

答
　
今
後
も
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

と
同
時
に
、
短
中
期
的
な
道
路

整
備
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
情
報

を
市
民
と
共
有
す
べ
き
で
は
。

答
　
新
基
本
計
画
を
策
定
し
ま

す
。
そ
の
中
に
具
体
的
な
整
備

対
象
路
線
を
位
置
付
け
ま
す
。

市
民
の
課
題
解
決
を
支
援
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
書
館
へ

道
路
整
備
計
画
を
策
定
し
、

　
　
　
　
市
民
に
見
え
る
化
せ
よ

福
井
　
み
ち
子
議
員

問
　
白
井
消
防
署
脇
の
総
合
公

園
は
全
市
民
が
避
難
対
象
と
な

っ
て
い
る
市
内
唯
一
の
広
域
避

難
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
こ
の
公
園
の
特
性
に
合

っ
た
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
考

え
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
を
伺

い
ま
す
。

答
　
当
該
公
園
に
は
災
害
時
の

炊
き
出
し
用
に
利
用
で
き
る
、

か
ま
ど
ベ
ン
チ
や
ト
イ
レ
を
設

置
す
る
た
め
の
マ
ン
ホ
ー
ル
が

あ
り
、
防
災
倉
庫
も
整
備
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
隣
接
の

文
化
セ
ン
タ
ー
に
は
耐
震
性
非

常
用
井
戸
を
整
備
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
訓
練
の
実
施
に
向
け

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
賑
わ
い
づ
く
り
の
拠
点
と

し
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
活
用

を
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
　
今
後
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
施
設
と
連
携
し
な
が

ら
、
多
く
の
方
々
に
白
井
ま
た

は
総
合
公
園
に
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
団
体
等
が
行
事

を
行
う
際
に
も
、
う
ま
く
活
用

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

　「
小
学
校
区
を
基
本
的
な
単
位

と
し
た
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

防
災
・
賑
わ
い
づ
く
り
の
拠
点

　
　
　
　
　
　「
白
井
総
合
公
園
」

問
　
小
・
中
学
校
に
お
け
る
組

体
操
の
事
故
の
有
無
と
、
そ
の

後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
過
去
３
年
間
で
18
件
の
医

療
機
関
に
係
る
事
故
が
あ
り
２

件
は
救
急
搬
送
さ
れ
ま
し
た

が
、
ほ
と
ん
ど
が
捻
挫
や
打
撲

で
し
た
。
各
学
校
に
お
い
て
、

事
故
の
有
無
に
限
定
せ
ず
、
常

に
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
最
優

問
　
今
年
度
始
ま
る
総
合
計
画

と
各
個
別
計
画
と
、
基
幹
計
画

と
の
整
合
性
を
伺
い
ま
す
。

答
　
現
在
の
地
域
ニ
ー
ズ
や
課

先
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問
　
組
体
操
の
教
育
的
価
値
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
　
一
人
で
は
得
る
事
の
で
き

な
い
達
成
感
等
の
効
果
と
伝
統

を
鑑
み
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
　
文
科
省
の
通
知
を
受
け
て
、

市
と
し
て
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

答
　
学
校
判
断
で
実
施
の
場
合
、

通
知
を
踏
ま
え
て
行
い
ま
す
。

題
を
基
に
、
総
合
計
画
と
の
整

合
性
等
も
考
慮
し
、
基
幹
計
画

と
し
て
各
個
別
計
画
の
方
向
性

も
導
け
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

れ
を
よ
く
し
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス

な
ど
の
課
題
整
理
も
し
た
い
。

問
　
総
合
計
画
で
は
子
育
て
世

代
が
意
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
対
す
る
交
通
の
具
体
策
は
。

答
　
土
日
や
昼
間
、
総
合
公
園

に
子
育
て
世
代
が
集
う
。
循
環

バ
ス
で
来
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

問
　
私
も
今
年
訪
問
団
に
参
加

し
た
豪
州
キ
ャ
ン
パ
ス
ピ
市
と

の
交
流
実
績
に
つ
い
て
。

答
　
今
ま
で
の
相
互
の
訪
問
数

は
延
べ
５
０
３
人
。「
し
ろ
い

ふ
る
さ
と
祭
り
」
に
も
同
市
代

表
団
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

問
　
白
井
は
空
港
へ
の
立
地
条

件
が
良
く
18
時
に
出
発
し
て
当

日
中
に
近
隣
諸
国
に
到
着
可
能

で
す
。
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
で
も
Ｐ
Ｒ
で
き
る
の
で
は
。

答
　
春
先
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も

空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
白
井
の

魅
力
の
２
番
と
な
っ
て
お
り
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
で
す
。

問
　
外
国
人
住
民
が
今
後
増
え

問
　
帰
宅
困
難
者
対
策
は
。

答
　
避
難
す
る
前
に
会
社
や
学

校
で
一
時
待
つ
こ
と
と
主
な
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
カ
ラ

オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
、
フ
ア
ミ
リ
ー

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
31
の
事
業
所

と
県
で
帰
宅
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

発
災
時
に
は
こ
れ
ら
の
事
業
所

に
一
時
避
難
も
で
き
ま
す
。

問
　
車
中
泊
に
つ
い
て
。

答
　
車
中
泊
に
よ
り
エ
コ
ノ
ミ

ー
ク
ラ
ス
症
候
群
を
発
症
し
ま

す
。
対
策
と
し
て
具
体
的
な
内

容
を
今
後
地
域
防
災
計
画
に
盛

り
込
ん
で
い
き
ま
す
。

問
　
災
害
用
食
料
の
備
蓄
は
。

答
　
農
業
セ
ン
タ
ー
に
ア
ル
フ

ァ
米
１
万
１
２
５
０
食
、
パ
ン

２
４
０
０
食
、
ラ
イ
ス
ク
ッ
キ

ー
４
８
０
箱
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
水
５
１
３
６
ℓ
、
保
健
福
祉

る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
白
井
国

際
交
流
協
会
の
日
本
語
教
室
は

赤
字
経
営
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
市
の
方
針
は
。

答
　
周
囲
の
状
況
を
見
な
が
ら

研
究
し
、
同
協
会
と
の
協
力
も

大
事
で
あ
る
の
で
あ
わ
せ
て
検

討
し
て
い
き
た
い
で
す
。

問
　
台
湾
へ
の
農
産
品
輸
出
が

再
開
さ
れ
た
場
合
、
白
井
の
梨

輸
出
へ
の
意
欲
は
。

答
　
是
非
行
い
た
い
で
す
。

　「
桜
台
住
民
の
千
葉
Ｎ
Ｔ
中

央
駅
駐
輪
場
費
が
印
西
市
民
よ

り
割
高
に
な
っ
て
い
る
問
題
に

つ
い
て
、
市
独
自
で
用
地
確
保

す
る
検
討
」も
質
問
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
に
は
１
０
６
８
ℓ
を

備
蓄
し
て
い
ま
す
。

問
　
各
避
難
所
に
設
置
さ
れ
て

い
る
災
害
用
井
戸
の
水
は
飲
料

水
と
し
て
適
し
て
い
ま
す
か
。

答
　
現
在
11
か
所
掘
っ
て
あ
り

一
部
の
水
の
中
か
ら
鉄
と
マ
ン

ガ
ン
が
出
て
い
ま
す
。
水
質
検

査
を
す
る
と
鉄
と
マ
ン
ガ
ン
を

摂
取
し
て
も
健
康
に
害
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
色
や
に
お
い
が
つ

き
ま
す
。

国
際
交
流
と
白
井
の
発
展

防
災
・
減
災
対
策
は
進
ん
で
い
る
か

和
田
　
健
一
郎
議
員

石
井
　
恵
子
議
員

組
体
操
の
事
故
防
止
に
つ
い
て
、

　
市
と
し
て
の
安
全
対
策
の
提
示
を

市
民
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
地
域
福
祉

　
　
　
計
画
（
基
幹
計
画
）
の
策
定
を

小
田
川
　
敦
子
議
員

広
沢
　
修
司
議
員

市内の営農型太陽光発電設備
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編
集
後
記

　
白
井
市
民
に
と
っ
て
一
番
の

問
題
で
あ
る
北
総
線
高
運
賃
。

た
だ
高
い
だ
け
で
な
く
、
沿
線

住
民
に
と
っ
て
差
別
的
な
運
賃

体
系
で
、
公
平
性
の
点
で
も
問

題
で
す
。
北
総
鉄
道
（
旧
称
北

総
開
発
鉄
道
）
は
、
開
業
し
た

１
９
７
９
年
か
ら
98
年
ま
で
の

間
に
９
回
に
わ
た
り
運
賃
値
上

げ
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
翌
99
年
に
結
成
さ
れ
た

の
が
、
市
民
団
体
「
北
総
線
の

運
賃
値
下
げ
を
実
現
す
る
会

（
通
称
北
実
会
）」
で
す
。

　
６
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
市

議
会
と
北
実
会
と
の
意
見
交
換

会
で
は
「
鉄
道
運
賃
は
公
共
料

金
で
あ
り
競
合
路
線
が
無
い
の

を
い
い
事
に
異
常
な
高
運
賃
を

維
持
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
」「
都
内
の
病
院
に
通
院
し
て

い
て
負
担
が
大
き
い
」「
現
役
時

代
の
通
勤
定
期
代
総
額
が
１
８ 

０
０
万
円
に
も
の
ぼ
り
『
お
前

の
た
め
に
交
通
費
の
規
約
を
改

訂
し
て
や
っ
た
』
と
嫌
味
を
言

わ
れ
た
」
等
の
意
見
が
あ
り
、

市
議
会
に
対
し
、
運
賃
値
下
げ

に
向
け
た
組
織
の
結
成
が
要
望

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　（
影
山
　
廣
輔
）

議会を傍聴して
　　  みませんか
議会を傍聴して
　　  みませんか
議会を傍聴して
　　  みませんか
　白井市議会では、議場での傍
聴のほかにインターネットでの
ライブ中継も行っています。ぜ
ひご覧ください。次の定例会は

議会を傍聴して
　　  　みませんか
議会を傍聴して
　　  　みませんか
議会を傍聴して
　　  　みませんか
　白井市議会では、議場での傍聴の
ほかにインターネットでのライブ中
継も行っています。ぜひご覧くださ
い。
次の定例会は6月3日（月）午前10時

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
　白井市議会では、議場での傍聴のほか
にインターネットでのライブ中継も行っ
ています。ぜひご覧ください。
次の定例会は 9月1日（木）午前10時

議会を傍聴してみませんか

開会予定です。

開会予定です。
6月2日（月）午前10時

午
前
10
時
開
会
の
予
定
で
す
。

次
の
定
例
会
は

９
月
１
日
（
月
）

議
会
を
傍
聴
し
て

　
　

  

　
　み
ま
せ
ん
か

議
会
を
傍
聴
し
て

　
　

  

　
　み
ま
せ
ん
か

議
会
を
傍
聴
し
て

　
　

  

　
　み
ま
せ
ん
か

議案等 付　　託 審　議
番　号 委員会名 結　果

議案１ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案２ 総務 原案可決 × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ―

議案３ 文教民生 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案４ 文教民生 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案６ 環境経済 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案７ 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案８ 各委員会 原案可決 × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ―

議案９ 文教民生 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○は賛成　×は反対　―は採決に不参加議案等審議結果一覧表議案等審議結果一覧表

件　　　名

各議員の賛否

第
2
回

定
例
会

市
長

提
出

の
も
の

同意

―

議案５ 文教民生 原案可決

日　本
共産党

福井 小田川 柴田 影山 竹内 永瀬 多田 幸正 石井 植村 斉藤 石田 長谷川 血脇 秋谷 平田 広沢 中川 田中 和田 秋本

市民の声 議長市民自治ネットワーク 白井の夢 公明党 しろい政和 ＮＴ21 無所属の会

固定資産評価審査委員会委員
髙倉聡子氏の選任

平成２８年度白井市一般会計補正予算（第２号）

平成２８年度白井市国民健康保険特別会計事
業勘定補正予算（第１号）

市庁舎整備工事契約の変更

白井市重度心身障害者の医療費助成に関する条例
の一部を改正する条例の制定

白井市家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例の
制定

白井市地域包括支援センターの職員に係る基準
等を定める条例の一部を改正する条例の制定

白井市都市計画法に基づく市街化調整区域内
の立地基準に関する条例の一部を改正する条
例の制定

白井市行政手続における特定の個人を識別する
ための番号の利用等に関する法律に基づく個人
番号の利用及び特定個人情報の提供に関する
条例の一部を改正する条例の制定

（単位：円）

天下井　恵

山本　　武

中村繁太郎

鳥飼　博志

田中　和八

平田　新子

中川　勝敏

和田健一郎

斉藤　智子

広沢　修司

秋谷　公臣

小田川敦子

血脇　敏行

植村　　博

影山　廣輔

石井　恵子

長谷川則夫

柴田　圭子

福井みち子

石田　信昭

永瀬　洋子

竹内　陽子

幸正　純治

多田  育民

30,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30,000

30,000 0 0 10,000 0 0 0 0 6,358 7,254 23,612 6,388

30,000 0 0 0 0 0 0 24,644 2,623 2,487 29,754 246

30,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30,000

330,000 0 0 66,177 0 0 0 1,271 8,685 89,575 165,708 164,292

330,000 1,025 128,828 38,238 0 0 0 3,675 13,340 92,970 278,076 51,924

330,000 1,025 90,296 95,926 0 0 0 540 68,581 8,099 264,467 65,533

330,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 330,000

330,000 0 32,077 56,589 0 0 0 20,497 140,253 62,933 312,349 17,651

330,000 1,025 12,060 38,238 0 0 0 1,410 41,179 10,901 104,813 225,187

330,000 0 0 0 0 0 0 19,582 53,885 54,788 128,255 201,745

330,000 8,980 166,723 0 0 0 0 0 34,597 84,172 294,472 35,528

330,000 1,025 0 6,106 0 0 0 0 99,838 84,491 191,460 138,540

360,000 0 0 57,348 320 0 0 14,465 133,859 68,467 274,459 85,541

360,000 1,025 15,000 120,000 0 0 0 0 62,860 119,700 318,585 41,415

360,000 0 0 57,021 0 0 0 17,552 110,033 84,000 268,606 91,394

330,000 0 0 32,290 0 0 0 489 121,667 84,000 238,446 91,554

330,000 1,025 132,990 106,769 0 0 0 3,000 126,903 0 370,687 0

330,000 8,117 123,326 89,447 0 0 0 2,420 78,168 28,522 330,000 0

330,000 0 0 6,106 0 0 0 59,133 38,164 91,250 194,653 135,347

330,000 0 121,100 0 0 0 0 7,500 196,249 10,776 335,625 0

330,000 1,025 109,856 103,749 0 0 0 3,840 60,752 51,732 330,954 0

360,000 1,025 244,819 33,680 0 0 0 13,686 0 68,024 361,234 0

330,000 0 0 0 0 0 0 0 78,408 91,520 169,928 160,072

7,200,000 67,877

360,000 42,580 77,640 120,000 0 0 0 0 122,357 0 362,577 0

議員名 交付額 調査研究費 研修費 広報費 広聴費
要請・

陳情活動費
会議費 資料作成費 資料購入費 事務費 合　計 返金額

秋本　享志

1,254,715 1,037,684 320 0 0 193,704 1,598,759 1,195,661 5,348,720 1,902,357合　計合　計

平成27年度　政務活動費収支報告（平成27年4月～平成28年3月）

※収支報告の合計額が交付額を超えている場合は、議員個人の負担となっています。

平成27年度 政務活動費の公表平成27年度 政務活動費の公表
　政務活動費は、議員報酬とは別に議員活動に必要な調査研究その他の活動に資するため必要な経費として支払います。１人当たり年
額36万円で、使用しなかった費用は市へ返納します。各議員の使用内容は、下表のとおりです。
　なお、平成27年４月に市議会議員選挙があったため、交付額はそれぞれ異なります。




